

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理石版729枚に刻記し，マハー ロー カマー ラゼイン(Mahalokamarajin)に安置し
た。
16)PrinceDamrongRajanubhab(1862～1943)。ラー マ5世の異母弟。兄を補佐し
行政の近代化に絶大な貢献を行った。また学者としても「タイ歴史学の父｣といわ
れ，タイ史研究を近代的学問の水準に高めた。その重要な業績の一つは､手写本の
まま死蔵されていたタイ語文献を収集し､自ら解題を執筆して出版したことである。
ダムロン親王の努力で刊行された文献資料はいずれもタイ史研究の基礎文献であ
り，現在もなお広く研究者の間で利用されている。
17)P"""""α虎a(PannyatChadok),chabap,Hosamuthaengchat(=National
LibraryeditionofthePa而asajataka,Thaitranslation,Partl-n,Bangkok,Sil-
pabannakamPress,BE2499[CE1956]訳者所見の当該書はその再版か？）
18)Gα"rﾙα"z〃〃Pc2"""""勉姥亜em",Phnom-Penh:InstituteBouddhique,
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19)Samuddhaghosaという王子とBandhumatTという妻の恋愛物語。
20)SuddhanaとManohar豆の恋愛物語。インドから日本にまで伝わる羽衣伝説に
関わる作品である。
21)「大事』とも訳され，大衆部系説出世部の律蔵から，仏陀の前生證と仏伝物語
を抄出したジャータカ・アヴァダーナが増広発展し独立したと考えられる。
22）根本説一切有部に属するサンスク}ノッ1､の害ll耐文学中，最も重要な作品で，全
38章よりなる。3世紀頃に編集されたと推定され，大乗仏教成立過程の研究上に
も興味ある経ﾘ|↓である。
23）「マノーラ物語｣。タイでは，ラコーン・ノーラ（ノーラ舞劇）として演ぜられ
る。ヒーロー、ヒロイン､道化の3種で､男性のみによって演じられ，スートという
冠､手につける爪や衣装が特徴的である。アユタヤ朝(1351～1767)にはすでに成
立していた。
24）（原注）詳ﾎlllは次を参照。Jaini(1966:553-8)
25）ジヤータカの註釈書であるが，一般にこれを『ジヤータカ』と呼んでいる。
26）（原注）一般的には，ジヤータカ物語に現れる偶の数はその長さを示している。
聖典のジヤータカは23の本に分類される。（その本の）ある物語にみられる偶の順
が増えていく法則がある。例えば5つの偶が（入った物語は）第5番目の本を構
成し，20の韻文が（入った物語は）第20番E|の本をかたちづくっている。
PafifIasajJatakaの編蟇者はそれらの（物語の）ならべる順番に従ったようにみ
えない。
27）（原注）何が正確にジヤータカを構成しているかどうかということや註釈が本
物として受け入れられるべきかどうかについての論争。LFeer:1975;MWin-
Iernitz(1933,VoL2:113-25),BBollee.(1970:Introduction)を参照。
28）この物語はアリンダマ王とその妻の物語である。帝釈天が年老いたバラモンの
装いで登場し，アリンダマ王は|却分の王匡|や二j附戦車を与え，またそのバラモン
に金を与えるために自分の妻をも隷属に売る。
一方，隷属の中の妻は死んだ息子に生命を与えるために，今や墓守となってい
るアリンダマ王に近づく。そしてアリンダマ王は息子を生き返らせるために真実
の行為をしたので，直ちに帝釈天が現れ，その息子を生き返らせる。そしてアリ
ンダマ王は未来に仏陀になると宣言する。
※Vipassi仏の時に菩薩であったアリンダマ王は，この物語のアリンダマ王と
全く同じではない。
29）四天王より，若し三帰依者または持戒者がいて，難船したときには助けるべし
という命を受けて，海を護るために置かれた一天女。インド南部より東南アジア
にかけてその信仰があった。
30）ウサギ前生物語：ウサギとして誕生した菩薩が，その身を焼いた肉で帝釈天が
変化したバラモンに供養しようとする物語。
31)金色の鹿前生物語：金色の鹿に生まれた菩薩が猟師の罠にかかり，妻の雌鹿が
猟師に自分の命を引替えにして鹿王を助けてくれと懇願する。鹿王を放してやっ
た猟師は，礼として宝石を与えられる。
32)Sirasakumara菩薩は母親の口から吐き出されて生まれてきたという。そのため
に王国から追放され，飢瞳の中で生きなければならなかった。菩薩はのちに大臣
の苦労により母ともども王国に戻るが，突如として彼は天に昇ってしまう。
33）仏教流入以前からビルマに存在していた土着の信仰対象。もとは実際に存在し
ていた人間だったものが，悲劇の死を迎えてナシ神になると言われる。
34）仏像の壊れた指を修理した菩薩が，ベナレスの王に生まれ変わる物語。ジヤー
タカ序文のNidanakathaには，コーサラ王が白檀で仏陀像を作ったと言う記述が
あり，これはほぼ法顕の記録と同様であるという。
35）（原注）中国の求法僧(pilgrims)については,SamuelBeal,xlliv,235-5参
照。また，それについて詳細は,Jaini,1979,183-188.にある。（訳者注）長沢和
俊訳注『法顕伝・宋雲行紀」東洋文庫･1979,p.68,水谷真誠訳『大唐西域記」
中国古典文学大系22（平凡社･1981年初版)ppl78-179.参照。
36）周期的な時間の長さをいう。輪廻の一時期をいうことあり。
37）計り知れない長い時間;10億年の年代区分の単位である。
38）摩訶僧祇部､大衆部､多僧部など言われる仏教部派の名前。部派仏教の中でも比
較的革新的な考えを持つ派。釈尊滅後､小乗二十部の分裂のうち，最初の二大部の
一つ。上座部に対する．滅後百年､大天(Mahadeva)という比丘が提唱した五ケ
条の教義に賛同した改革派の集まりであり，これはより自由派であった。
39）（原注）「増一阿含経」第38巻,I;]25大正2,757b-758c参照。
40)Pali経典のAnguttaraNikayaに当たる漢訳の経典であるが､全く同じではなく、
部分的に異なっている。
41)Mahaummagga-jataka仏陀が比類なき最高の賢者マホー サダであった時の前生
證。ミテイラー国ヴェーデーハ王の時世，マホーサダは偉大なる賢者として，
7歳にして広く名を知られていた。王は，自分の元に賢者を召し抱えようと，19
の問答をもって賢者を試す。見事，全ての問で王を満足させた賢者は王に仕える
ようになる。ある時，王は敵王であるチューラニー王の城に招かれる。チューラ
ニー王はヴェーデーハ王を歓待するが，それは彼を討ち取る為の罠であり，城の
外ではヴェーデーハ王の首を取ろうと兵達が取り囲んでいた。そこで賢者は知恵
をもって，王をトンネル(ummagga)より城外へと脱出させる。そしてヴェー
デーハ王亡き後，賢者は請われてチューラニー王に仕えるようになった。
42)Kurudhamma.j3taka菩薩がクル国王ダナンジャヤであった時の前生謹。旱魅に
悩むカーリンガ国王から，菩薩が実践するクルの国法である五戒を金板に刻むよ
う頼まれる。しかし自分が完全に戒を持しているかどうかを悩む菩薩は，戒を刻
みはするものの，己よりよく戒を実践しているであろう母后の所へカーリンガの
使者をIhlかわせる。同様にしてクル国の11人の人々を巡り歩いた使者達は，それ
ぞれの人が戒を刻んだ11枚の金板を自国に持ち帰った。そしてカーリンガ国王が
その五戒を実践すると，国中に雨が降り，匡|は安泰で豊饒となった。Jaini原文で
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はNo.267となっているが,276のミスプリントと思われる。
43）上記梗概でも分かる通り，ダナンジヤヤ菩薩が主人公であるのは,Kuru-
dhamma-jatakaの方である。他のジャー タカにもダナンジャヤという人物は登場
するが，ここでの趣旨には相応しない。おそらく賢者マホーサダを指しているの
だろう。
44）寓話説話，格言の形で政治の術，一般の処世術を考えようとする書物。もと
もと王子の教育としてのもので，後に青年一般に対する教育書となった。
45）利益の教授というような意味をもつ大衆文学作品で,PafIcatantraのあらゆる
新しい改作本のなかで一番重要なもので，9世紀以後から14世紀以前の間につく
られたとされる。
46）原文では"Pati"となっているが,P51iと修正して読む。
47）サンスクリット文学における詩の韻律で,19音節x4パーダよりなる。
48）サンスクリット文学における詩の韻律で,17音節x4パーダよりなる。
49）サンスクリット文学における詩の韻律で,14音節x4パーダよりなる。
50）2世紀頃，古来よりのジヤータカのいくつかを選び，その伝承を忠実に，大綱
を変えたり，本質を変えたりすることなく，サンスクリットの文学作品として仕
上げたもの。35のジヤータカよりなる。
51)Vallabhadevaの作品で,16世紀にシヤールンガダラパッテイ（シヤールンガダ
ラの詩への案内1363年）を利用しつつ編集されたとされる。
52)16世紀頃のインドの詩人で,Subhasit5valrというきわめて浩燃な詩集を編集し
た。これらの詩句は編者自身のものか，他の引用かははっきりしない。
53）この物語の内容は次のようなものである。師から季節外れに果実を得るという
呪文をデーバダッタは得たが，師との約束を破り呪文は消え失せ，再び呪文を得
ようと請うが得られなかった。後に，男は林に分け入り，のたれ死んだ。
54）むかしフクロウが鳥類の王に選ばれようとしたとき，カラスが反対したため，
両者は争うようになったという物語。
55）このジヤー タカは，菩薩がBahalaputtaとして生まれ，忍辱波羅蜜を修したと
される物語である。
56）このジヤータカは，過去世の如来に対して，意地悪の婦人によってなされた不
正な証告を説明することを目的とした長い恋愛物語である。
57）南伝のパーリ大蔵経中のMajjhima-nikaya(中部経典）の註釈であり，
PapaiIcasndan丁とも称される。
58）ベナレスにおけるEsukari王の子で佛の前生である菩薩。佛はこの生において
大国を捨て出離波羅蜜を修める。
59）紀元前3世紀頃，マヒンダ長老がセイロン島にパーリ語で伝えたとされる聖典
の中の註釈文献が古代シンハラ語に翻訳されたとされる。その聖典をSThala‐
atthakath豆と呼ぶが，現存していない。
60）一種の文字謎で，各行頭の文字をつづると特定の言葉となるような詩。
61)ジヤイニはDhanaiIjayaと書いてあるが，実際はMahosadaの間違いであろう
（本注43参照)。
62）（原注）これらシヴア派のバラモンたちが，秘密の何かを残していたのである。
LP(第70ia)におけるほんの1行が，南インドのドラビダ人に関係しているこ
とは明白であるDamilaたちに言及している。このことは，シャムの宮廷バラモ
ン司祭が，かれらの礼拝式のいくつかにおいて，タミール語を使ったという我わ
れの知見と一致する(QuaritChWales,(1931,:ChV参照)。
63）（原注）このことは，チェンマイ創建(1296年頃）の後にできたとされるJina-
kalam池に記述された時代であり，そして，おそらく14世紀の末頃の時代におけ
るSIhalasaligahaの序文の頃かすぐ後である。Jayawickrama(1969:XXIV)参照。
64）正統的ジヤータカ中第276話。仏が祇園精舎におられたとき，鴦烏を殺した一人
の比丘について話された物語。このジャータカの中には，バラモンたちの質問に
対して，菩薩は偶をもって答えたところがある。
65)JatakaNo.276ブッダが祇憧|精舎におられたとき，鶯烏を殺した一人の比丘に
ついて語られた本生物語。
66)Lanka:かつてインドの人がスリランカのことを呼んだ地名。
67）原著では,stary,論文集では,strayとなっているが,storyと修正して読む。
68）古代インドの仏教社会で，海洋遠くにあるとされる伝説上の黄金の島で，ジ
ャータカによく現れる地名である。近年，これが現在のミャンマーのタトンあた
りと推測されている。
69）著者は､この王が,これら両都市の創設者であることが信じがたく、不可能である
としているが,両者はともにインド古代都市の名前でありながら，ともに東南アジ
アの都市の名前でもあったという説があるので,あながちそうとは言い切れないで
あろう。すなわち,Hams3vatiはビルマのペグー市の古代名とされ，また，
Dv3ravati(Taw3rawadTの古国名で，正式にはDv5ravatr)は西暦6～10世紀頃，
バンコクの西方約55キロのナコームパトム〈第一都〉（タイで最初に建てられた巨
大な仏塔がある）を都とした仏教国で,支配者はインド系とされる。この名前は，
後，アユタヤ及びバンコクの正式名の一部に"krungtheptawarawatT/krungthep-
tawarawatr''として残っている（『タイ日辞典」より)。
70）「大パリニッバーナ経」第4章(15)ボーガ市における四大教示：四つの場合，
即ち一人の修行僧から，またはある修行僧の集いで，あるいは長老･修行僧の集団
から，または一人の長老からある教えが釈尊の教えであると聞かされたとき，そ
れが釈尊の真趣意に合するかどうかを決定する規準を述べている。そして如何な
る場合も経典に引き合わせ，戒律に参照吟味して合致しているかを決定せよと教
えている（中村元訳『ブッダ最後の旅』岩波文庫,p.102以下参照)。
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